

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































 17) 鈴木日出男「古今集の比喩」『古今和歌集研究集成』第 2巻、風間書房、2004。
 18) 胡潔「「やまとうた」と「からうた」　古今和歌集の序文から見る」『言語文化研究叢書』5号、
2006、9–26頁。
 19) 尤海燕「「風」から「そへ歌」へ　『古今集』仮名序の「そへ歌」を中心に」『和漢比較文学』35
号、2005、77–93頁。しかし「風」は六義のなかでも最も政治色の強いものであるので、和歌が
本来政治とはパラレルな関係にあるべき表現であることを考えると、それが『古今集』選者の意
図とどこまで合致するのかには不安が残る。
201
 20) このような仮名の絶対的な重要性については、例えば石川九楊『万葉仮名でよむ「万葉集」』（岩
波書店、2011）を参照。 
 21) 本稿といくつかの側面で軌を一にし、また特に示唆に富んでいたのは、胡と尤という中国系の研
究者による前掲の論考であった。このことは、両氏が漢詩やその理論について豊富な知識を有し
ていることと無関係ではないだろう。
